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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　　　　　　　 　 　 　 dx（∬∬∬）ψ
　　　　　　　　　　　　　Gk　iさ　50m（R）×…×SOm（R）．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　 　　 　 　 　　 　　 　　 　‘
　　となる。この時稲対次元g1は
　　　　　　　　　　　　9芯：（1／2）・2‡・nr・7泥r＝：‘・nT・7η㍗
　　で与えられるが、やはり¢≧2，nr≧2，mr≧2でなければならない。特に、
　　9≧＆
系6．1∫：X－・5をis・trivial　fact・rを持たない相対次元gのαbe1・α7L3cんe，ηeとす
る。g≦7ならば田↓まrigid。　㌧
系6．2∫：X－→5を生成ファイバーX，カぎs加ple　abell皿varietyなるn・n－is・垣vlal
abelian　schemeとする。もし、相対次元gが素数ならば∫はrigid。
6．3　モノドロミー定理
　系5．2とVHSの局所モノドロミーのquasi－unipotencyから次の定理を得る。
定理6．3∫：X－→5をαbe’ゴαηsc九¢meで対応するQ一㎜WQ＝R．広Qズカてρ7ゴー
鵬理と仮定する。5α外がηoη一¢㈱卿抽・つ無限遠のまわりのある局所モノドロミーが
無限位数であったとすると、∫は吻砿．
Rem紅k　6．3定理62は3為卿。即ち、定理6．2のε，n，mの条件を満たせば久賀
一佐武一志村フγイバー空間によって、定理の条件を満たすηoη城励泌かつηoη的g掘
な露5誠αη5c舵meが構成される。このことから、澱苗ηgsの構成した8次元のファミ
リーの他、CM体を準同形環にもった8次元の∫bπ｝吻を構成できる。これについては
βα1ノを見よ。
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7　有界性定理ほか
7．1　野ロの定理
　野口は｛旬に於て、c◎mρact複素多様体のZ頭skl開集合Sから有界対称領域力の
離散部分群rによる商空間F＼Z）への正則写像のモジュライ空閥Ho～（5、1’＼Z））の構造を
研究し次の著しい結果を得た。
定理7．1r⊂A頑の）はz・酪・η，かεな数論的離散部分群またはF＼のがc・mρ刷な
るものとする。
（1）遅o～（3，F＼の）は非特異準射影多様体である。
（ii）Zを∬o～（5，　r＼Z））の連結成分とする。　Zはある有界対称領域の’の商空間Fへの’と
　　正則同型であり各点3∈Sについての四αん頑oηmαρρ仇g
　　　　　　　　　　　　　　　Φ。lz・z3九→ん（ぷ）∈r＼の
　　　は全測地的埋め込みイ城α砲geo4斑c　embε」4咀戊である。
　　さて、んo∈∬o～（5，F＼Z））で直m妬∬o～（5，r＼Z））＞0のものをとる。（九〇はn皿一
rigid。）上の定理7．1（ii）より㌔を含む〃01（5，　F＼の）の連結成分Z（4imZ＞o）はあ
るTへZソと同型。
　　　　　　　　　　　　Ψ：z×s∋（九，3）←→ん（8）∈r＼z）
なる写像を考えるとHo～（Z，　r＼Z））のuniversal　propertyから、正則写傷α：S→』10～（Z，　F＼つ）
が得られる。㌘をα（5）を含む連結成分とすると再びZξ＝T’へ夕）”と嵩：ける。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　3×｛九。｝・→z’×z一王F＼の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガでありZ’×Z＝rへの”xFへZソである。定理7．1㈹よりψを2’xZの各成分に制
限すると全測地的埋め込み（即ち局所対称空間としての埋め込み）であるが、さらに次
が野ロー官野［N－M］によって示されている。
　　　　　り定理7．2Ψは全測地的埋め込みである。
　これらの結果と我々の結果との関係を述べて置こう。我々の場合刀はジーゲル上
半空問鴛gであり、rは数論的離散部分群である。　Fは適当な有限指類の正規部分群
とることによりtorsion－freeに出来るから、そう仮定する。上の野口宮野の結果から
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得られる全測地埋め込みΨは実は群のレベルから来ている。それも、Q上の代数群の
Q－Symplectic表現から導かれている。　これが実は第5節の（22），（23）で得られたQ－
symplectic表現ρ，ρ’である。ρ，ρ’わ互いに可換な表現であり、また
　　　　　　　　　　　　〆⑭ρ汽×GQ－→5ρ（WQ，．，Q）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンもQ－Symplectic表現であり、このテンサー表現ρ’⑧ρが上のΨに対応するものであ
る。
Remark　7．1野口の結果は（小林の意味での）双曲的距離の理論を本質的に用いて
いる。　また、r＼1）がcomραcεの時は砂田βμ1』βμ勾がある。また、伊原一久賀μ一
κ1も参照のこと。
7．2　Deligneの結果
　Deligneは、　Faltings【F1］の結果に触発されて、｛D2】に於てγH5のモノドロミー
表現の有限性を示している。
　5を非特異準射影的多様体、Wzを任意の重さの偏極z－VHSとする。　S上のQ一
ベクトル空間の局所系Vは，ある偏極Z－VHSWzがあって、　VがWQの部分局所系
となるとき部分Hodgeタイプと呼ぶ。
定理7．33と正整数1vを固定する。階数1vの部分H・dgeタイプの局所系の同型類
は有限個しかない。
　証明の概略は、Tate予想の証明に似て興味深い。まず、　Deligne［D　l　l（またはSclunit）
に於て示されたVHSに対するモノドロミー表現の半単純性から、モノドロミー表現ρ：
π1（s，3）一→GL（∧r，　Q）は指標xρによって決定されるから、指標の有限性を言えば良
い。π1（5）は有限生成で有るから、その生成元γ1，…，7mを取れば指標xρは、　xρ（7∂，（i＝
1，…，m）によって決定される。　AをX＝GL（N，　Q）mの座標環として、　GL（N，　Q）
の対角作用による不変環AGL（N，Q）を考える。　Procesiによれば、、4GL（凡Q）はTr（9ilg‘、…g、、）
の形の元によって生成される。Hilbertによれば、、4　GL（N’Q）は有限生成環であるから
有限個のTr（g↓、g輌、…g‘、）によって生成されていることが解かる。それに対応するπ1（5）
の報部分集合丁を取ると・各指標・・は｛T・（ρω厩丁｝の獺式猿せる・よ・
て、Tr（ρ（の），7∈T（？値の有限性を示せばよいが、今の場合Tr（ρ（η：｝はZに値を取
るので次の補題により証明が完結する。
補題7．1各7∈π、（5）に対してある定数0（7）＞oが存在し全てのρについて
lTr（ρ（7））1≦0（γ）
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この補題の証明にはや｛まり小林双曲計量の縮小原理を用いる。
又、次の結果も成り立つ。
定理7．4Sと正整数」▽、また重さmを固定する。5上の重さmの偏極Z－VHSW　z
で、Wzの階数がNでHodgeタイプ及び偏極のタイプを固定したとき、
8頑Wz）＝領（Wz）邸
なる偏極Z－VHSは有限個。
一 拍1一
20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Re飴rences
pll　Ddig碑P，丑60ア‘e　4e　Ho4gち双Publ．　Math．田ES，40（1971），557．
lD2｝Del幽P，ひπ鰯ρブ£me己輌▲如o％ア1西拠由o碑Dlscrete　g卿s
　　　　　in　GeometΣy　al1〈i孤alysis，　V◎L　67，碧瞳τkh義useズ，1987，1｝1》。1－19．
画宮滅』g亘G．，繊・～・・㌔題・θ托嚇熾・吾㈱WM《・緬v・砿皿江73
　　　　　（1983），337－347
1F2】　Ealtings，　G．，君n∂～icλ輪“33元肱e∫遠rαbel8cんeγbrieぱreη泌eアZαん1‘δrpem，11卜
　　　　　vent．　math．73（1983），349－366．
［lql　Kug⇒M．，　Ihara，　S．，瓦m～y　o∫海ml‘e30∫αbε1‘αηwα慨妬3∫Algebraic　Number
　　　　　Theory（Kyoto　1976），　Japall　Soc．　for　Prom．　Scl．，股）k酌，1977，　pp．129－142．
【N｜　　Nogllchi，　J．，」∬o吻存3pα¢e30∫んo～omoη而c　7παp餌ηg3加‘‘）んyperbollcα～～ψ77功c己
　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　4e4　co7πplε¢3ραce8、απd～ocα1～y　3y7ππ｝e‘r2c　33）αce3，　Invellt．　math．93（1988），
　　　　　　15－34．、
｛醐陣yan◎，　T．，　Nog土，」．元刷頭卿e3ρwゲmo励c臨輌1徽頃迦αρ一
　　　　　W3㈱ゴ溺θ婚叫籍e　gε顕卿S声geぎLec・N◇te　1468（1989），
｛Pl　p・畑c，Rξ9w海拠頑脇・・∫∬唾・・8…娩魂麺是・ξ・Wp・ガ』
　　　　　　πε33‡九eo7℃778らC◇mP．　Math．75（199◎），113－126．
lS－Z】Saito，　M．　H．，　Zucker，　S．，αα83φc必oπ（ヅπoπ・r‘g況ヵm～ie30∫κ35μげ己cc3
　　　　　　απ己αμ‘‘eηε33伽or¢mρ∫Aアα克e～o句ype，　Math．　A孤．289（1991），131．
【Sall　SaitαM．－H．，．αα3朔侃£輌oπo∫πoπ．吻緬∫己m琉e30∫α‘，扁απηαrie輪ち．preprillt，
　　　　　1（yoto（1991）．
【S1】　Satake，1．，ノ1～g¢bwα‘c　5か％dμre　o∫3ym7πe毒r‘c　40γnα↓伽　Publication　of　the
　　　　　Math　Soc．　of　Japan，14，　Iwanami　Shoten　and　Princ（〕ton　University　Press，
　　　　　　198◎．
｛S21　　，5卿願¢卿ずe3ε魂編3㎡吋ε力磁cgアθ％P33戯3か鞠Ωεε丁垣η
　　　　　　脇輌鞠εθ頑1爪Ac刷atM17（1967），2W79．
lShll　Sh三m逗司α，0πw瞬海禰llε3　Wlぴ輪鋤¢1雄w磁ε3磁召セz』θひ
　　　　　ρ九∠c海πc毎oπ3，Ann．　of　Math．78（1963），1494≦）2．
lSh2】　　　，MoJμ6αη4踊¢r　3y3オεm30∫αbe～iαπヵ晒¢£‘e3，　Ann．　of　Matll．83
　　　　　（1966），294－338．
｛Sh3】　　　，Di3co頑ημo脚groμp3απ4αbe∫輌απηαr↓e6輌¢3，　M鋤h．　Ann．168（1967），
　　　　　　171－199．　，
【Su1｝Sunad隅T．，∬o～omOTρん‘c　mαpρiπg3輌η‡oαωmpαd¢‘o‡ieη‡o∫3yτπmelric
　　　　　　60％π4ε440πじα坑NagOya　Math．　J．64（1976），159－175．
｛Su21　　　　　　，丑‘9‘4“310∫¢¢アオd↓71　ん4T7no7亘c　ηταρρ元π93？Inven｛．　Math．51　（1979），
　　　　　297＿3◎7．
一 102一
21
